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研究報告書 

通常菌叢マウスに抗生物質2種を投与して腸内細菌叢中の細菌を大幅に減少させたマウスに対

して、Clostridioides difficileの胞子を投与することで、下痢および体重減少を示すCD腸炎モデルマ

ウスの構築に成功した。次に、ヒト腸内常在菌叢最優勢種およびC. difficileに対する増殖促進

効果を持たず、ビフィズス菌に対する増殖促進効果を有する次世代型プレバイオティクスであるガラク

トシル-β−1,4-ラムノース (Gal-Rha) とBifidobacterium longum subsp. infantisを作成したCD腸

炎モデルマウスに同時投与した群では、Gal-Rhaを投与しなかった群と比較して体重減少が有意に抑

制された。しかし、糞便中のC. difficileの存在量はGal-Rha投与によって減少しなかった。 


